
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

人口 面積 離島 山村 過疎

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

福山市・府中市・神石高原町循環型社会形成推進地域計画

地域の要件がその他の場合
は具体的に記載

構成市町村等（作成者）名

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

計画期間※ 5年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

令和6年11月15日

令和７年４月１日（変更申請）、令和７年11月17日（変更申請）

福山市（一部離島）、府中市（全部過疎、一部山村）、神石高原町（全部過
疎、一部山村）

福山市、府中市、神石高原町

1,095.45

499,811

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

開始年月日

終了年月日

令和7年4月1日

令和12年3月31日
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（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業の実施

備考

実施予定
の場合

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

実施済
の場合

　広島県では、平成10年7月（同年12月に見直し）に「広島県一般廃棄物広域処理計画（以下「県広域化
計画」という。）」を策定し、県域を8つのブロックに分け、段階的に広域化を推進するものとしてい
る。
　本地域は「福山・府中ブロック」に属しており、県広域化計画に基づき、平成11年3月に「広島県一般
廃棄物広域処理福山・府中ブロック実施計画」を策定し、ごみの共同処理及び集約化を進めている。
　令和6年度には、構成市町に点在していたごみ固形燃料化施設及び福山市の焼却施設を1つに統合した
焼却施設が竣工した。

広島県一般廃棄物広域処理計画

府中市、神石高原町（全部過疎地域であるため）

○

福山市（全域）

R10年度

②環境省の認定（プラ法33条のルート）
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ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

未策定の構成市（策定予定時期）

備考

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた
検討状況

※全ての構成市町村で導入
済の場合は記載不要

策定状況

策定済の構成市（計画の名称）

【福山市】
　福山市災害廃棄物処理計画に基づき、平時から仮置場として利用可能な候補
地を選定しておく。
【府中市】
　府中市災害廃棄物処理計画に基づき、平時から仮置場として利用可能な候補
地を選定しておく。
【神石高原町】
　町内の数箇所を仮置場候補地として想定している。

福山市災害廃棄物処理計画、府中市災害廃棄物処理計画、神石高原町災害廃棄
物処理計画

①構成市全てで策定済

②一部の構成市町村で導入済

福山市

　福山市では、福山市廃棄物の処理及び再生利用等に関する条例において、直
接搬入ごみの処分手数料を定めている。また、ごみの排出抑制の手法として、
引き続き、ごみの有料化についても効果等を研究する中で検討していく。

有料化導入状況
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２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和5年度 令和12年度 現状比

500,386 504,033 0.7%

57,753 55,760 -3.5%

92,628 91,160 -1.6%

436 435 -0.2%

　その他排出量（トン） 4,449 7,209 62.0%

　⑤総排出量（トン） 154,830 154,129 -0.5%

845 838 -0.8%

　再生利用量 66,664 31,631 -52.6%

43% 21%

　最終処分量 16,255 6,797 -58.2%

10% 4%

　エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 0 96,940

　年間の熱利用量（GJ） 0 0

特記事項

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

⑤総排出量：②＋③＋その他排出量の和〔単位：トン〕

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量
〔単位：GJ〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：
ｇ/人日〕

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目
標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　排出量

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　③生活系ごみ排出量（トン）

　②事業系ごみ排出量（トン）

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　①総人口（人）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

・その他排出量は集団回収量

　⑦総資源化量（トン）

　⑧埋立最終処分量（トン）
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予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものもがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

【福山市】
　令和6年10月31日時点で最新の一般廃棄物処理基本計画は計画目標年度が令和7年度であり、令和8年度以降
の目標値がないため、現行計画の推計方法を踏まえて本計画の目標値を設定した。
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和5年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

154,830 t

リサイクル率

43.1%

処理残さ量

74,148 t

排出量 計画処理 49.3%

150,381 t

100.0% 減量化量

71,911 t

自家処理量 47.8% 最終処分量

16,255 t

10.8%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和12年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

154,129 t

リサイクル率

20.5%

処理残さ量

27,513 t

排出量 計画処理 18.7%

146,920 t

100.0% 減量化量

115,701 t

自家処理量 78.8% 最終処分量

0 t 6,797 t

4.6%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

31,631 t

1,070 t

0.4%

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

中間処理量 処理後最終処分量

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

処理後最終処分量

21,253 t3,169 t

3,252 t

4,449 t 66,664 t

150,381 t
146,059 t 15,185 t

7,209 t

0 t

直接資源化量

146,920 t
6,260 t

14.5%

4.3%

2.2%

97.5%

143,214 t

537 t

0.7%

処理後再生利用量

直接資源化量 処理後再生利用量

58,963 t

39.2%

97.1%

2.2%

10.1%

中間処理量

直接最終処分量

直接最終処分量
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（３）各構成市町村の一般廃棄物の処理の現状と目標

現状

令和5年度 令和12年度 現状比

54,063 52,570 -2.8%

85,217 84,064 -1.4%

4,130 6,844 65.7%

143,410 143,478 0.0%

60,587 28,253 -53.4%

42% 20%

14,896 6,034 -59.5%

10% 4%

現状

令和5年度 令和12年度 現状比

3,629 3,133 -13.7%

6,066 5,772 -4.8%

319 365 14.4%

10,014 9,270 -7.4%

5,274 2,871 -45.6%

53% 31%

1,291 723 -44.0%

13% 8%

現状

令和5年度 令和12年度 現状比

61 57 -6.6%

1,345 1,324 -1.6%

0 0 0

1,406 1,381 -1.8%

803 507 -36.9%

57% 37%

68 40 -41.2%

5% 3%

目標

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

福山市

府中市

　総排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　事業系ごみ排出量（トン）

　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　排出量

　再生利用量

　最終処分量

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

神石高原町

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合
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（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

　現状、事業系ごみは、各事業者が排出者責任で処理を行わなければならないとの認識を持つととも
に、ごみの減量化を効果的に推進するよう各事業者への指導を行っている。今後も同様の指導を行うと
ともに、さらなる事業系ごみの減量化及び資源化を推進するために、構成市町毎で取組を展開してい
く。

　上記（１）の今後の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表３のとおり必要な施設整備、表４の
とおり計画支援事業等を行う。また、参考として現有施設の一覧を表５で示す。

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

　分別区分及び処理方法については、表２のとおりである。
【福山市】
　現状、燃やせるごみ、燃やせる粗大ごみ、ビデオテープ類及びライター類は、ふくやま環境美化セン
ターで焼却処理するとともに、燃やせる粗大ごみに含まれるスプリング等は売却している。蛍光灯、使
用済乾電池及び充電式電池は再資源化業者に引き渡し、紙類は売却している。容器包装プラスチックご
み及び不燃（破砕）ごみは、福山市のリサイクル工場で中間処理し売却等をしている。資源ごみ（ガラ
スびん類、缶類、ストーブ・ファンヒータ類及び金属類）は、内海リサイクルセンターと2か所の民間施
設で中間処理し売却している。また、ふくやま環境美化センターで発生した焼却残渣は同施設のDBO事業
において民間事業者により資源化し、各資源化施設で発生した不燃残渣は2か所の最終処分場で埋立処分
している。
　今後、2024年(令和6年）の火災により稼働を停止しているリサイクル工場を解体し、新たに不燃ごみ
の処理を行う施設を整備し、安定的かつ効率的な処理を実施する。また、プラスチック資源（容器包装
プラスチック及びプラスチック製品）については、民間事業者に委託し、再商品化する。
【府中市】
　可燃ごみは、府中市クリーンセンター敷地内で積み替え、福山市に処理を委託している。粗大ごみ、
容器包装プラスチック、資源ごみ及び電池（びん・缶、金属類・小型家電、新聞・雑誌類・段ボール、
紙パック、古着類、乾電池）並びにペットボトルは民間事業者に処理を委託し、不燃残渣は埋立ごみと
ともに府中市埋立センターで埋立処分している。今後、令和7年度に（仮称）府中市クリーンセンター
（中継施設）を竣工するとともに、同様の処理体制を継続する。
【神石高原町】
　燃やしてよいごみ及び粗大ごみのうち可燃性のものは、クリーンセンターじんせきで積み替え、福山
市に処理を委託している。粗大ごみのうち不燃性のもの、資源ごみ（缶類、ビン類、ペットボトル、容
器や包装のプラスチック及び白色トレイ）及び不燃物（容器以外のプラスチック、金属類、陶磁器・ガ
ラス等及び天ぷら油）はクリーンセンターじんせきで選別後、民間事業者への処理の委託またはグリー
ンセンター陽光での埋立処理を行っている。有害ごみは、民間事業者に処理を委託している。各施設で
発生した不燃残渣は、グリーンセンター陽光で埋立処分している。

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 
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表２　福山市・府中市・神石高原町地域各市町村の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後

分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 一次処理 二次処理

燃やせるご
み

焼却 可燃ごみ 焼却
ふくやま環境
美化センター

燃やしてよ
いごみ

(以下は福山市の名
称)
燃やせるごみ
※福山市以外の可燃
粗大破砕物を含む

焼却(熱回
収)

発電・焼却
残渣資源化

燃やせる粗
大ごみ

破砕・焼却
リサイクル

粗大ごみ
※可燃性

燃やせる粗
大ごみ

破砕・焼却
リサイクル

発電・焼却
残渣資源化

ビデオテー
プ類・ライ
ター類

焼却
ビデオテー
プ類・ライ
ター類

焼却(熱回
収)

発電・焼却
残渣資源化

プラスチック
資源

再商品化
選別・圧
縮・梱包
売却

選別・圧
縮・梱包
（委託）

再商品化
（委託）
ペットボト
ルは売却

蛍光灯・使用
済乾電池・充
電式電池

再資源化(委
託)

蛍光灯・使用
済乾電池・充
電式電池・充
電式電池が取
り外せない小
型家電

再資源化 委託

容器包装プ
ラスチック
ごみ

不燃（破
砕）ごみ

不燃（破
砕）ごみ

紙類 売却 紙類 売却 売却

資源ごみ
内海リサイクルセン
ター(中間処理)
民間施設(中間処理)
売却

資源ごみ
圧縮
売却

内海リサイク
ルセンター
民間施設

売却
(不燃残渣)
箕沖埋立地等

粗大ごみ
破砕・焼却
リサイクル

(以下は府中市の名
称)
粗大ごみ
※不燃性

破砕・焼却
リサイクル

再資源化

容器包装プ
ラスチック

容器包装プ
ラスチック

再資源化

資源ごみ及
び電池

資源ごみ及
び電池

再資源化

ペットボト
ル

ペットボト
ル

再資源化

埋立ごみ 埋立
府中市埋立セ
ンター

埋立ごみ 埋立
府中市埋立
センター

粗大ごみ
※可燃性以外

(以下は神石高原
町の名称)
粗大ごみ
※不燃性

再資源化

資源ごみ 資源ごみ 再資源化

不燃物 不燃物 再資源化

有害ごみ 委託 有害ごみ 再資源化 委託

(不燃残渣)
府中市埋立
センター

リサイクル

リサイクル

クリーンセ
ンターじん
せき(選別)

委託

(不燃残渣)
グリーンセ
ンター陽光

委託

リサイクル

リサイクル

クリーンセ
ンターじん
せき(選別)

委託

ふくやま環
境美化セン
ター

リサイクル

梱包・圧縮
売却

リサイクル
工場

委託

現　　　状（令和5年度） 今　　　後（令和12年度）

福山市 府中市 神石高原町
分別区分 処理方法

処理施設等

ふくやま環
境美化セン
ター(中間処
理)

売却(スプリ
ング等)

焼却
ふくやま環
境美化セン
ター

リサイクル

リサイクル工場
(中間処理)
売却

(焼却残渣)
再資源化
(委託)
※DBO事業

売却
(不燃残渣)
箕沖埋立地等



表３－Ａ　マテリアルリサイクル推進等のための整備事業

事業番号 1

施設名称
（仮称）（新）リサ

イクル工場

事業主体 福山市

工種 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

火災により稼働を停
止しているリサイク
ル工場を解体し、新
施設を整備すること
により、不燃（破
砕）ごみの安定的か
つ効率的な処理を図
る。

施設種別 リサイクルセンター

処理方式 破砕、選別

処理能力（単位） 未定

事業期間 R12～R15

竣工（事業完了）予定年月 R15.9

設置予定地
※検討中の場合は「未定」

福山市箕沖町
107番地２

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深0.0ｍ

浸水対策

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化地域計画
（計画の名称）

福山市強靱化地域計
画

プラ要件化の
経過措置の適用

－

プラ施設整備事業 －

CO2削減率
※改良事業の場合

－

スラグの利用計画
※灰溶融施設を整備する場合

－

ストック対象物
※ストックヤードを整備

する場合
－

要綱第５の２による交付
をうける予定の場合は、
施設減少数と対象市町村

増加数の合計
※以下の項目を記載

本施設整備にあたり
廃止する施設(処理対象市

町村名)

広域化・集約化後の処理
対象市町村数（処理対象

市町村名）

備考

10



表３－Ｃ　エネルギー回収等のための整備事業

事業番号 2

施設名称
ふくやま環境美化セ

ンター

事業主体 福山市

工種 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

福山市、府中市、神
石高原町における、
可燃ごみ広域処理の
ため

施設種別
ごみ焼却施設（エネ
ルギー回収あり）

型式及び処理方式
全連続運転式ストー

カ炉

処理能力（単位） 600（t/日）

事業期間 R2～R6

竣工（事業完了）予定年月 R6.8

設置予定地
※検討中の場合は「未定」

福山市箕沖町107番地
14

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深0.0ｍ

浸水対策

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

福山市強靱化地域計
画

プラ要件化の経過措置 ○

エネルギー回収率
※発電・熱回収がある

場合
回収率27.6％

余熱利用の計画 発電

外部供給における利活
用の概要

－

CO2削減率
※改良事業の場合

－

燃料の利用計画
※ごみ燃料化施設を整

備する場合
－

バイオガス熱利用率
※バイオガス化施設を

整備する場合
－

バイオガスの利用計画
※バイオガス化施設を

整備する場合
－

11



表３－Ｄ　廃棄物運搬中継のための整備事業

事業番号 3

施設名称
（仮称）府中市ク

リーンセンター（ご
み中継施設）

事業主体 府中市

工種 新設工事

事業目的
（新設等の理由）

ごみ処理の広域化・
集約化に際し、府中
市からふくやま環境
美化センターへのご
み収集運搬効率の向
上を図るため

型式及び処理方式 貯留排出機方式

処理能力（単位） 30（t/日）

事業期間 R5～R7

竣工（事業完了）予定年月 R7.9

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」
府中市鵜飼町74番地2

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深0.0ｍ

浸水対策

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

－

プラ要件化の経過措置 ○

プラ施設整備事業 －

関連する広域化・集約化
事業の概要

福山市、府中市及び
神石高原町の可燃ご
みを処理する焼却施
設を福山市に新設
し、広域処理する

施設へのごみの直接持ち
込みの有無

有

取扱う収集品目 可燃ごみ

備考

12



表３－Ｅ　有機性廃棄物リサイクル推進のための整備事業及びし尿処理施設の改良等

事業番号 4 5 6

施設名称
（仮称）（新）西部

衛生センター
神石高原町汚泥再生

処理センター
汚泥再生処理セン

ター

事業主体 福山市 神石高原町 福山市

工種 新設工事 新設工事 改良（改造）工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

老朽化したし尿処理
施設を更新し、効率
的な処理の継続及び
廃棄物の資源化を図
る

将来にわたる持続的
なし尿処理体制の確

保

老朽化した設備に対
し基幹的設備改良を
実施し、長期的な処
理の継続及び二酸化
炭素排出量の削減を
図る

施設種別
汚泥再生処理セン

ター
汚泥再生処理セン

ター
汚泥再生処理セン

ター

型式及び処理方式 未定
生物学的脱窒素処理

＋助燃剤化
膜分離高負荷脱窒素

処理

処理能力（単位） 未定 約20kL/日 200（kl/日）

事業期間 R11～R14 R10～R12 R10～R12

竣工（事業完了）予定年月 R15.3 R13.4 R13.3

設置予定地
※検討中の場合は「未定」

未定
広島県神石郡神石高

原町小畠地内
福山市箕沖町107番地

2

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水想定（計画：100
年確率）：なし

浸水想定（想定最
大：1000年確率）：

1.0～20.0m

浸水深0.0ｍ

浸水対策

今後検討を行う
※隣接する既設し尿
処理場では、竣工当
初からこれまで浸水
の被害は確認されて

いない

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○ ○ ○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

福山市強靱化地域計
画

－
福山市強靱化地域計

画

CO2削減率
※改良事業の場合

－ － 未定

処理する有機性廃棄物
※汚泥再生処理センター

を整備する場合
未定

し尿、浄化槽汚泥、
農業集落排水汚泥

し尿、浄化槽汚泥、
ディスポーザー汚泥

等

資源化の方法
※汚泥再生処理センター

を整備する場合
未定 助燃剤化 助燃剤化

資源化物の利用方法
※汚泥再生処理センター

を整備する場合
未定 助燃剤

福山市の焼却施設で
焼却

堆肥の利用計画
※ごみ堆肥化施設を整備

する場合
－ － －

飼料の利用計画
※ごみ飼料化施設を整備

する場合
－ － －

計画処理人口及び面積
※コミュニティ・プラン

トを整備する場合
－ － －

備考

13



表４　施設整備に関する計画支援事業等

事業番号 ① ④ ⑤ ⑥

関連する本体事業の番
号

1 4 5 6

事業名
施設整備に関する計

画支援事業
施設整備に関する計

画支援事業
施設整備に関する計

画支援事業
施設整備に関する計

画支援事業

事業主体 福山市 福山市 神石高原町 福山市

事業目的
マテリアルリサイク
ル推進施設整備工事

のため

汚泥再生処理セン
ター整備工事のため

し尿処理施設の老朽
化、し尿・浄化槽汚
泥及び農業集落排水
汚泥の再生利用促進

し尿処理施設の改良
工事のため

事業概要

基本計画作成、生活
環境影響調査、PFI導
入可能性調査、PFI事
業者選定アドバイザ

リー

基本計画作成、測
量、生活環境影響調
査、PFI導入可能性調
査、PFI事業者選定ア

ドバイザリー

測量・地質調査、汚
泥再生処理センター
整備基本計画、発注
仕様書等作成

PFI導入可能性調査、
PFI事業者選定アドバ

イザリー

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○ ○ ○ ○

プラ要件の経過措置 － － － －

プラ施設整備事業 － － － －

備考

14



表５　現有施設一覧

施設種別 ごみ焼却施設 ごみ焼却施設 ごみ焼却施設 ごみ焼却施設 ごみ焼却施設
ごみ固形燃料化施

設
ごみ固形燃料化施

設

施設名
ふくやま環境美化

センター
沼隈清掃工場 西部清掃工場

新市クリーンセン
ター

深品クリーンセン
ター

ごみ固形燃料工場
府中市クリーンセ

ンター

施設所有主体 福山市 福山市 福山市 福山市 福山市 福山市 府中市

型式及び処理方式 全連続式 機械化バッチ式 全連続式 機械化バッチ式 准連続式 RDF化 RDF化

処理能力（単位） 600（t/日） 15（t/8h） 150（t/日） 30（t/8h） 80（t/16h） 300（t/16h） 60（t/日）

エネルギー回収の有無 有 無 無 無 無 無 無

竣工年月 R6.8 S57.9 S55.8 H6.3 H6.12 H16.3 H14.10

廃止又は休止（予定）年月 未定 H17.5 R6.3 R6.3 R6.3 R6.3 R6.3

施設所在地
福山市箕沖町107番

地14
福山市沼隈町常石東山134番地1福山市赤坂町赤坂521番地

福山市新市町下安
井3328番地6

福山市神辺町上御領3000番地7福山市箕沖町107番地7
府中市鵜飼町74番

地2

想定される浸水深 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ

浸水対策

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

関連性・連続性の
解体

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月

R7.11

完了（予定）年月
R9.3

解体に関連する新設事業番号
※表３の事業番号

1

備考

前地域計画に基づ
き新設しR6.8に竣
工した、ふくやま
環境美化センター

と関連

15



表５（2）現有施設一覧

施設種別 資源化施設 資源化施設 ストックヤード ストックヤード ストックヤード ストックヤード ごみ中継施設

施設名 リサイクル工場
内海リサイクルセ

ンター
慶応浜ストック

ヤード
西部ストックヤー

ド
府中市北部クリー
ンステーション

クリーンセンター
じんせきストック

ヤード

クリーンセンター
じんせき（直接搬

入施設）

施設所有主体 福山市 福山市 福山市 福山市 府中市 神石高原町 神石高原町

型式及び処理方式 選別・破砕 資源化・破砕 － － － －
ホッパ及びコンベ
ヤによる積替方式

処理能力（単位） 170（t/5h） 1.6（t/5h） 1,400（㎡） 120（㎡） 80.16（㎡） 150（㎡） 6（t/日）

エネルギー回収の有無 無 無 無 無 無 無 無

竣工年月 H12.9 H8.4 H12.9 H25.9 H26.2 H18.8 H18.8

廃止又は休止（予定）年月 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

施設所在地
福山市箕沖町107番

地2
福山市内海町新道

664番地1
福山市柳津町2285

番地
福山市赤坂町赤坂

521番地
府中市上下町水永

419番地8
神石高原町階見

1254番地1
神石高原町階見

1254番地1

想定される浸水深 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ

浸水対策

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

解体に関連する新設事業番号
※表３の事業番号

備考

16



表５（3）現有施設一覧

施設種別 最終処分場 最終処分場 最終処分場 最終処分場 最終処分場 最終処分場 最終処分場

施設名 箕沖埋立地 慶応浜埋立地 内海埋立地 新市埋立地 深品埋立地
府中市埋立セン

ター
グリーンセンター

陽光

施設所有主体 福山市 福山市 福山市 福山市 福山市 府中市 神石高原町

型式及び処理方式 管理型 管理型 管理型 管理型 管理型 管理型 管理型

処理能力（単位） 2,123,000（㎥） 155,800（㎥） 10,700（㎥） 60,000（㎥） 75,000（㎥） 232,700（㎥） 7,600（㎥）

エネルギー回収の有無 無 無 無 無 無 無 無

竣工年月 H1.10 S56.4 H6.4 H6.3 H12.4 H1.4 H17.4

廃止又は休止（予定）年月 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

施設所在地
福山市箕沖町107番

地3,4
福山市柳津町2285

番地
福山市内海町662番

地
福山市新市町下安

井1825
福山市神辺町上御
領7300番地13

府中市諸毛町231番
地

神石高原町有木
7170番地2

想定される浸水深 浸水深0.0ｍ 浸水深3.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ

浸水対策

周辺道路の浸水等
により施設へ廃棄
物が搬入できなく
なった場合は、災
害時の相互応援に
関する協定等に基
づき、周辺自治体
へ処理を依頼す

る。

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

解体に関連する新設事業番号
※表３の事業番号

備考

17



表５（4）現有施設一覧

施設種別 し尿処理施設 し尿処理施設 し尿処理施設 し尿処理施設 し尿処理施設

施設名
汚泥再生処理セン

ター
西部衛生センター 内海し尿処理場 走島し尿処理場

神石高原町し尿処
理施設

施設所有主体 福山市 福山市 福山市 福山市 神石高原町

型式及び処理方式
膜分離高負荷脱窒

素処理
標準脱窒素処理

膜式高負荷脱窒素
処理

好気性消化処理
標準脱窒素処理＋

高度処理

処理能力（単位） 200（kl/日） 150（kl/日） 31（kl/日） 2（kl/日） 20（kL/日）

エネルギー回収の有無 無 無 無 無 －

竣工年月 H25.3 S53.7 H5.12 S52.3 S54.3

廃止又は休止（予定）年月 未定 未定 未定 未定

施設所在地
福山市箕沖町107番

地2
福山市松永町7丁目

2番31号
福山市内海町岩谷

2540番地
福山市走島町道閑

11番地
広島県神石郡神石
高原町小畠223

想定される浸水深 浸水深0.0ｍ 浸水深1.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ

浸水想定（計画：
100年確率）：なし
浸水想定（想定最
大：1000年確

率）：1.0～20.0m

浸水対策

周辺道路の浸水等
により施設へ廃棄
物が搬入できなく
なった場合は、災
害時の相互応援に
関する協定等に基
づき、周辺自治体
へ処理を依頼す

る。

今後検討を行う
※竣工当初からこ
れまで浸水の被害
は確認されていな

い

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

解体に関連する新設事業番号
※表３の事業番号

4　5

備考
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４　循環型社会形成推進のための現状と目標（生活排水の処理）

（１）生活排水の処理に関する現状と目標（福山市、神石高原町）

現状　: 令和4年度 目標　: 令和12年度

人口 構成比 人口 構成比

333,356 71.8% 339,737 72.5%

4,690 1.0% 4,703 1.0%

53,578 11.5% 56,219 12.0%

391,624 84.4% 400,659 85.5%

38,885 8.4% 37,080 7.9%

33,717 7.3% 30,974 6.6%

72,602 15.6% 68,054 14.5%

464,226 100.0% 468,713 100.0%

24,839 22,406

77,549 76,781

102,388 99,187

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

【福山市】
　令和6年10月31日時点で最新の一般廃棄物処理基本計画は計画目標年度が令和7年度であり、令和8年度以降の目
標値がないため、現行計画の推計方法を参考にするとともに、推計値よりも合併処理浄化槽等人口が増加傾向であ
ることと、未処理人口が減少傾向であることを踏まえて本計画の目標値を設定した。

【神石高原町】
　一般廃棄物処理基本計画（生活排水処理基本計画）は、令和元年度の策定から5年以上が経過し、人口・し尿等
排出量の推計に乖離がみられたため、最新の実績を基に推計を見直した。

生活排水の処理については、表６に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていくものとす
る。

表６　生活排水処理に関する現状と目標

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽（人）

合計（キロリットル）
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（２）生活排水処理の現状と目標のフロー図

77,549.00 kL/年

24,839.00 kL/年

※端数処理により割合の合計が合わないことがある。

76,781.00 kL/年

22,406.00 kL/年

※端数処理により割合の合計が合わないことがある。

現状の生活排水の処理状況フロー

公共下水道
333,356人
71.8％

処理人口 農業集落排水施設等

単独処理浄化槽

391,624人 4,690人
84.3％ 1.0％

合併処理浄化槽等 浄化槽汚泥量
464,226人 53,578人
100.0％ 11.5％

総人口

38,885人
未処理人口 8.4％
72,602人
15.7％ 非水洗化人口

(85.5％) (1.0％)

総人口 合併処理浄化槽等

汲取りし尿量
33,717人
7.3％

目標達成時の生活排水の処理状況フロー

公共下水道
339,737人
(72.5％)

処理人口 農業集落排水施設等
400,659人 4,703人

汲取りし尿量
30,974人

浄化槽汚泥量
468,713人 56,219人

未処理人口 (7.9％)

(100％) (12.0％)

(6.6％)

単独処理浄化槽
37,080人

68,054人
(14.5％) 非水洗化人口



（１）処理体制

（２）合併処理浄化槽の整備

（３）処理施設等の整備

表記（１）の今後の処理区分及び処理体制で処理を行うため、表３のとおり必要な施設整備、表４のと
おり計画支援事業等を行う。また、参考として現有施設の一覧を表５で示す。

５　目標達成に向けた施策（生活排水の処理）

　　ア 生活排水処理の現状と今後

【福山市】
　生活排水の処理については、引き続き、市街化区域内の人口密集地域等においては計画的に下水道の
整備を行うとともに、未接続となっている家庭等に対し、接続を働きかける。
　下水道及び集落排水区域以外の地域においては、合併処理浄化槽による処理を行うものとし、生活雑
排水を未処理のまま放流する単独処理浄化槽やくみとり便槽を設置している管理者については、生活雑
排水の適正な処理を進めるため、合併処理浄化槽への転換を推進する。
　し尿処理施設については、今後も適時維持補修を行い、安定かつ適正な処理を継続するとともに、し
尿処理施設の今後の方向性について検討していくものとする。

【神石高原町】
農業集落排水施設の計画区域は接続の推進に努めるとともに、農業集落排水施設の計画区域外について
は、合併処理浄化槽による生活排水処理を促進する。
またし尿・浄化槽汚泥の処理については、汚泥再生処理センターを新設し、現状と同様の処理体制を継
続する。

【福山市、神石高原町】
　合併処理浄化槽の整備については、表７のとおり行う。
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表７　浄化槽事業等のための整備事業※ 計画地域内の施設の状況（現況、予定）を地図上に示したものを添付

事業番号 7

事業主体 福山市

事業名称
浄化槽設置整備事

業

現有設備の内容

直近の整備済み基数
（基）

（令和5年度）
10,898基

処理人口（人） 23,103人

整備計画

整備計画基数（基） 405基

整備計画人口（人） 858人

事業期間 R7～R11

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

福山市強靱化地域計
画

備考
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（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

【福山市】
　食品ロスの発生量を把握するほか、食材の食べ切りや使い切り、生ごみの水切りをさらに推進するた
め、市民や事業者と連携した取組等の調査や情報提供の強化を行う。
【府中市】
　生ごみの水切りの方法などの情報を提供するとともに、使い切り、食べ切りへの協力を促す。
【神石高原町】
　食品ロスの発生状況を調査するとともに、生ごみの減量化及び食品ロス削減に向け、水切りや食べき
り、使い切り等への周知徹底を図り、住民・事業者に協力を促す。

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

　プラスチック資源のうち、プラスチック容器包装廃棄物は分別収集及び再商品化しているが、それ以
外のプラスチック使用製品廃棄物は分別収集及び再商品化していない。
【福山市】
プラスチック使用製品廃棄物の分別収集及び再商品化の実施方法等について検討しており、令和１０年
度を目途に開始する。実施に当たり、適切な分別についての啓発・情報提供を行う。

【府中市】
　家庭系ごみは、可燃ごみ、容器包装プラスチック、資源ごみのうちびん・缶、ペットボトル、埋立ご
みは指定ごみ袋（有料）による収集を行っている。粗大ごみ及び事業系可燃ごみは、施設搬入時に処理
手数料を徴収している。今後も、同様の有料化を継続する。
【神石高原町】
　家庭系ごみは、燃やしてよいごみ、資源ごみ及び不燃物は指定袋（有料）による収集を行っている。
事業系可燃ごみは、指定袋またはごみ処理券により有料化している。粗大ごみは、平成22年度から施設
搬入時に処理手数料を徴収している。今後も、同様の有料化を継続する。

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

【福山市】
　リチウム蓄電池等の「充電式電池」や「充電式電池が取り外せない小型家電」については、「公共施
設での回収」や「燃やせる粗大ごみの日」に他のごみとは別袋に入れて出されたものをパッカー車の回
転板等で圧縮しないように分別収集している。「充電式電池が取り外せる小型家電」は、充電式電池を
取り外し、製品本体は「不燃（破砕）ごみ」として出すようにホームページやSNS、チラシの配布、広報
誌、ラジオなど様々な媒体で周知している。
　また、電気製品販売店等のメーカー団体が行う回収事業への協力事業者による回収及びリサイクルを
実施している。今後も市民に適正排出の推進に向けた分別収集及び情報提供を行うとともに、事業者と
連携した適正処理に向けた収集体制や処理体制の検討を行う。
【府中市】
　リチウム蓄電池等の小型充電式電池は、資源ごみの日に分別収集するとともに、できるだけ店頭回収
箱を利用するよう、家庭ごみの分け方ガイド等で周知している。
【神石高原町】
　リチウム蓄電池等の小型充電式電池は、リサイクル協力店（電器店、ホームセンター等）のリサイク
ルボックスに出すよう、家庭ごみの出し方分別ガイドブック等で周知している。
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【福山市】
　平成31年3月に策定した福山市災害廃棄物処理計画に基づく取り組みを推進していくとともに、訓練等
を通じて災害廃棄物処理に求められる人材育成に努める。さらに、中核市、県内市町や民間事業者等と
締結している災害時の協定に加え、必要に応じて県を通じた広域的な連携体制を構築する。
【府中市】
　令和2年3月に策定した府中市災害廃棄物処理計画に基づく取り組みを推進していくとともに、訓練等
を通じて災害廃棄物処理に求められる人材育成に努める。さらに、県内市町と締結している災害時の協
定に加え、必要に応じて県を通じた広域的な連携体制を構築する。
【神石高原町】
　令和2年3月に策定した神石高原町災害廃棄物処理計画に基づく取り組みを推進していくとともに、訓
練等を通じて災害廃棄物の処理に精通した人材の育成に努める。

　　キ　生活排水対策

【神石高原町】
家庭等から排出される汚濁負荷の削減のため、家庭でできる簡単な生活雑排水対策例を紹介するなどの
啓発活動を行う。また、汲取り式便槽や単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換を推進する。

　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

【福山市】
　事業系ごみの展開検査や排出事業者への指導のほか、多量排出事業者には一般廃棄物減量計画書の提
出を求め、ごみの減量化及び資源化を促進している。また、ごみの減量化等の手法を記載した「事業系
廃棄物適正処理ガイド」を作成し、啓発を行っている。今後は、適正排出に向けて指導を強化し、ごみ
の減量化や資源化を促進する。
【府中市】
　今後とも、排出事業者への指導により、ごみの減量化及び資源化を促進する。
【神石高原町】
　今後とも、排出事業者への指導により、ごみの減量化及び資源化を促進する。
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

　福山市、府中市及び神石高原町は、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に
応じて、福山市、府中市、神石高原町、広島県及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、
計画の見直しを行う。

　計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計画の事後評
価、目標達成状況の評価を行う。また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反
映させるものとする。なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直
すものとする。
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総事業費（千円）

単位 開始 終了 開始 終了
複数計画
合算費

現計画での
総事業費

複数計画
合算費

合計 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

11,936,000 0 11,090,376 0 0 0 0 0 0

1 福山市 未定 R12 R15 R12 R15 11,936,000 0 11,090,376 0 全体事業期間：R12～R15

44,715,823 1,246,299 34,660,977 1,154,000 166,442 987,558 0 0 0

2 福山市 600 t/日 44,715,823 0 34,660,977 0 全体事業期間：R2～R6

2 福山市 R7 R8 R7 R8 1,246,299 1,154,000 166,442 987,558

1,624,771 412,187 1,143,572 327,637 327,637 0 0 0 0

3 府中市 30 t/日 R7 R7 R7 R7 1,624,771 412,187 1,143,572 327,637 327,637 全体事業期間：R5～R7

7,793,896 1,153,878 5,033,974 766,698 0 0 0 17,000 749,698

4 福山市 未定 R11 R14 R11 R14 5,527,896 335,478 3,373,974 168,698 168,698 全体事業期間：R11～R14

5 神石高原町 約20 kL/日 R10 R12 R10 R12 2,266,000 818,400 1,660,000 598,000 17,000 581,000 全体事業期間：R10～R12

2,850,650 880,000 2,681,121 809,227 0 0 0 4,446 804,781

6 福山市 200 Kl/日 R10 R12 R10 R12 2,850,650 880,000 2,681,121 809,227 4,446 804,781 全体事業期間：R10～R12

0 293,416 0 293,416 50,816 93,867 52,250 77,483 19,000

① 福山市 R8 R11 R8 R11 72,000 72,000 10,000 31,000 12,000 19,000

④ 福山市 R7 R10 R7 R10 107,437 107,437 7,337 42,867 57,233

⑤ 神石高原町 R7 R10 R7 R10 71,500 71,500 33,000 22,000 8,250 8,250

⑥ 福山市 R7 R9 R7 R9 42,479 42,479 10,479 19,000 13,000

338,980 338,980 63,908 68,768 68,768 68,768 68,768

7 福山市 R7 R11 R7 R11 338,980 338,980 63,908 68,768 68,768 68,768 68,768

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

405 基 338,980 338,980 63,908 68,768 68,768 68,768 68,768

既設の浄化槽改築事業 基 0

浄化槽災害復旧事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

0

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

基 0

既設の浄化槽改築事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

68,921,140 4,324,760 54,610,020 3,689,958 608,803 1,150,193 121,018 167,697 1,642,247合     　　計

事業番号6のための計画支援

浄化槽事業等のための整備事業

浄化槽設置整備事業

内
訳

公共浄化槽等整備推進事業

内
訳

事業番号5のための計画支援

（仮称）府中市クリーンセンター（ご
み中継施設）

有機性廃棄物リサイクル推進のための整備事
業

（仮称）（新）西部衛生センター

神石高原町汚泥再生処理センター

し尿処理施設の改良事業等

汚泥再生処理センター

事業番号4のための計画支援

計画支援事業等

事業番号1のための計画支援

マテリアルリサイクル推進等のための整備事
業

（仮称）（新）リサイクル工場

エネルギー回収等のための整備事業

ふくやま環境美化センター

廃焼却施設解体（西部清掃工場）

廃棄物運搬中継のための整備事業

総括表（交付期間における各交付対象事業の概算事業費）

事　業　種　別
事業
番号

事業主体
名　　称

規　模 事業期間
交付金交付

期間
交付対象事業費（千円）

備　　考

施　設　名　称　等
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一般廃棄物の処理の実績と予測

目標

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

①総人口（人） 512,396 507,682 504,177 500,386 508,096 506,643 506,121 505,599 505,077 504,555 504,033

②事業系ごみ排出量
（トン）

58,373 59,607 59,367 57,753 56,623 55,832 55,816 55,944 55,797 55,785 55,760

③生活系ごみ排出量
（トン）

105,811 103,101 97,970 92,628 97,818 96,357 95,310 94,500 93,241 92,199 91,160

④1人1日当たりの
ごみ排出量
（ｇ/人日）

506 498 457 436 467 460 455 450 445 440 435

その他排出量
（トン）

5,819 5,209 5,057 4,449 7,348 7,250 7,249 7,267 7,211 7,210 7,209

⑤総排出量
（トン）

170,003 167,917 162,394 154,830 161,789 159,439 158,375 157,711 156,249 155,194 154,129

⑥1人1日当たりの
排出量
（ｇ/人日）

909 906 882 845 872 862 857 852 848 843 838

⑦総資源化量
（トン）

75,231 74,122 72,453 66,664 32,448 32,513 32,136 32,093 31,873 31,755 31,631

⑧埋立最終処分量
（トン）

17,114 17,953 16,911 16,255 6,727 6,692 6,828 6,834 6,814 6,805 6,797

生活系ごみ排出量
のうち資源化量
（トン）

11,104 10,761 13,833 12,866 11,163 11,234 11,208 11,208 11,166 11,142 11,117

年間日数
（日）

365 365 365 366 365 365 365 366 365 365 365

※令和6年度以降の予測人口は、構成市町が令和2年度以前に予測した人口である。令和2年度から令和5年度にかけて予測よりも人口が減少しているため、令和5年度の実績人口が令和6年度以降の予測人口よりも少なくなっている。

指標・単位

過去の状況・現状 予測
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※令和6年度以降の予測人口は、構成市町が令和2年度以前に予測した人口である。令和2年度から令和5年度にかけて予測よりも人口が減少しているため、令和5年度の実績人口が令和6年度以降の予測人口よりも少なくなっている。

512,396 507,682 504,177 500,386 508,096 506,643 506,121 505,599 505,077 504,555 504,033 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000
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過去の状況・現状 予測 目標

（人） 総人口の推移

①総人口（人）

5,819 5,209 5,057 4,449 7,348 7,250 7,249 7,267 7,211 7,210 7,209 

105,811 103,101 97,970 92,628 
97,818 96,357 95,310 94,500 93,241 92,199 91,160 
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過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 事業系ごみ、生活系ごみ、その他排出量の推移

②事業系ごみ排出量

（トン）

③生活系ごみ排出量

（トン）

その他排出量

（トン）

75,231 74,122 72,453 

66,664 

32,448 32,513 32,136 32,093 31,873 31,755 31,631 

17,114 17,953 16,911 16,255 
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過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 総資源化量と埋立て最終処分量の推移

⑦総資源化量

（トン）

⑧埋立最終処分量

（トン）
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過去の状況・現状 予測 目標

（ｇ/人日） １人１日当たりのごみ排出量・１人１日当たりの排出量の推移

④1人1日当たりの

ごみ排出量

（ｇ/人日）

⑥1人1日当たりの

排出量

（ｇ/人日）
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目標

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

総人口（人） 465,402 461,664 459,160 456,265 463,037 462,077 462,014 461,951 461,888 461,825 461,761

332,295 334,436 334,327 333,356 334,927 337,141 337,659 338,179 338,699 339,218 339,737

71.4% 72.4% 72.8% 73.1% 72.3% 73.0% 73.1% 73.2% 73.3% 73.5% 73.6%

2,304 2,334 2,281 2,223 2,396 2,397 2,398 2,399 2,399 2,400 2,400

0.5% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5%

44,275 44,424 47,752 50,046 50,170 50,612 51,054 51,496 51,939 52,381 52,823

9.5% 9.6% 10.4% 11.0% 10.8% 11.0% 11.1% 11.1% 11.2% 11.3% 11.4%

未処理人口（人） 86,528 80,470 74,800 70,640 75,544 71,927 70,903 69,877 68,851 67,826 66,801

※令和6年度以降の予測人口（総人口）は、福山市が令和2年度以前に予測した人口である。令和2年度から令和5年度にかけて予測よりも人口が減少しているため、令和5年度の実績人口が令和6年度以降の予測人口よりも少なくなっている。

合併処理浄化槽等（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

汚水衛生未処理人口

生活排水の処理の実績と予測

　指標・単位

公共下水道（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

過去の状況・現状 予測

集落排水施設等（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

86,528 80,470 74,800 70,640 75,544 71,927 70,903 69,877 68,851 67,826 66,801

44,275 44,424 47,752 50,046 50,170 50,612 51,054 51,496 51,939 52,381 52,823

2,304 2,334 2,281 2,223 2,396 2,397 2,398 2,399 2,399 2,400 2,400

332,295 334,436 334,327 333,356 334,927 337,141 337,659 338,179 338,699 339,218 339,737

465,402 461,664 459,160 456,265 463,037 462,077 462,014 461,951 461,888 461,825 461,761
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過去の状況・現状 予測 目標

（人） 生活排水処理人口の推移

公共下水道（人）

集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

未処理人口（人）
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国土強靱化地域計画
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